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月日 曜 時　　　　間 集　　　　会　　　　案　　　　内

本　日 前 9：00～10：00
礼拝後～
後 0:30～

教会学校（幼小・中・高合同礼拝）黒田牧師（子供の家）今週休み
青年聖書輪読会（からし種）
定期長老会（一階礼拝室）

７. 7 月 後 1：30～
7.8㈫後 3：00

教団常議員会（於：教団会議室）
　黒田牧師が出席します。

７.10 木 後 7：00～ 牧会委員会（一階礼拝室）

７.11 金 前10：00～11：00
後 7：30～ 8：30

後 1：30～

祈祷会（朝の部）  司会：柳　謙二
祈祷会（夜の部）  司会：山中誌朗
　聖書：サムエル記下６章１～ 11 節  担当：黒田牧師
三牧師打ち合わせ会（牧師室）

７.12 土 前10：00～
前10：00～

聖歌隊練習（礼拝堂）
分区教会婦人会連合三役会（於：高知教会）
　黒田牧師、須賀香世、大塚美佐、黒田美代子が出席します。

７.13 日 礼拝後～
組会後～

礼拝後の組会
教育委員会（一階礼拝室）

「あわれみはわれに来たもう」�Ｈ.Ｃ.ペティト
詩編51編３～４節
546

（礼拝のしおり１頁Ｂ・ＮＣＣ訳）
交読文10（詩編 32 編）（礼拝のしおり11頁）
79
ヨハネによる福音書　21章１～14節
� （聖書協会共同訳・新約聖書206頁）
� （新共同訳聖書・新約聖書211頁）

21-120
「人間の破れを乗り越える招き」
� 黒田牧師
392
日本基督教団信仰告白（礼拝のしおり２頁）

541

� 奏楽　片岡美知子
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礼拝（午前 10：15 ～ 11：30）
� 司式：松浦牧師

今年度の聖句
「主は幻の中でパウロにこう言われた。『恐れるな。語り続けよ。
黙っているな。わたしがあなたと共にいる。』」

（使徒言行録18章９～10節前半）　

次週の礼拝

〇体調のすぐれない方や起立がご無理の方は、礼拝中
お座りのままで結構です。
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教会ＦＡＸ
郵便振替口座
https://www.kochichurch.org

堤牧師（佐川教会）0889-22-4770
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「高きにいます神にのみ栄光あれ」�Ｊ.Ｃ.バッハ
8

（ＮＣＣ訳）
マルコによる福音書　３章20～30節
� （新約聖書66頁）

「全ては赦される」
� 松浦牧師
352
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夕礼拝（午後７：30～８：30）
� 司式：松浦牧師

 （讃美歌練習午後 7:25 より）� 奏楽　市川須美

高知教会ホームページ
（今週の説教が聴けます）

［日本基督教団高知教会］
と検索しても出てきます

礼拝
　　　「あなたはわたしを愛するか」� 黒田牧師
　　　ヨハネによる福音書　21章15～19節
　　　讃美歌　82、21-120、332　部落解放祈りの日交読文
　　　司式：松浦牧師　奏楽：横田なをみ
夕礼拝
　　　「ここに私の兄弟がいる」� 松浦牧師
　　　マルコによる福音書　３章31～35節
　　　讃美歌　66、338
　　　司式：松浦牧師　奏楽：長岡玲子
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牧師　黒田若雄　教会構内　西牧師館
 （電 822 － 7782）
　在宅日　木曜日　午後（夜委員会）
牧師　松浦子基　教会構内　東牧師館
 （電 822 － 7783）
　在宅日　火曜日　午後　夜
牧師（兼務）　　堤　健　佐川教会（電話0889-22-4770）
牧師在宅日以外でも電話でお約束下さって、ご自由に
お訪ね下さい。

○ 当番長老　浦部孔明、長岡玲子、益井和子
○ 会 場 係　田辺敦子、若江麗子
　　　（次週―田辺敦子、若江麗子）
○ 新来者係　井上淑恵
　　　（次週―蒲原佳子）
○ 今週の献金当番
　　坂本正興、岸之上佳代子、原　雅子、助石光広
○ 次週の献金当番
　　上田良村、菅　將貴、蒲原佳子、曾我巷子

○ 先週の集会

男 女 計

礼 拝
夕 礼 拝
Ｃ　Ｓ（ 幼・小 ）
Ｃ　Ｓ（ 中・高 ）
Ｃ　Ｓ（ 子供の家 ）
６・27 祈 祷 会

26
5
0
1

8

43
5
0
1

14

69
10
0
2

22

　イエス様はどのように 12 弟子を選ばれたのでしょう

か。私たちの感覚では、誰かが選ばれる時、その人に優

秀さや特別な能力があると考えます。しかしイエス様の

選びは、人間の基準によるものではありませんでした。

　選ばれた弟子たちの顔ぶれを見ると、そのことがよく

分かります。ローマ帝国に協力する徴税人と、ローマ帝

国に武力で反発する熱心党員という、政治的に相容れな

い者たちがいました。また気性の激しい者や、社会的地

位が高くない者も選ばれています。さらに信仰の面で

も、ペトロはイエス様を三度も否認し、トマスは疑い深

く、他の弟子たちもイエス様の復活を最初信じませんで

した。決定的なのは、イエス様を裏切ったイスカリオテ

のユダが、選ばれていることです。彼らは弱く、愚かで、

罪深い者たちでしたが、イエス様は彼らのすべてをご存

知で、彼らの弱さや裏切りさえも用いて救いの御業を成

し遂げられます。

　イエス様が彼らを選んだ目的は、第一に「ご自分のそ

ばに置くため」、第二に「派遣して宣教させ、悪霊を追

い出す権能を持たせるため」でした。「使徒」とは「遣

わされた者」を意味します。しかし、彼らはすぐに派遣

されたのではなく、まずイエス様と共に生活し、その教

えを聞き、御業を目撃することで養われ、宣教のための

備えがなされました。イエス様は彼らを単に「任命」し

たのではなく、弱さや欠点を含んだありのままの彼らを

選び、使徒として新しく「造り変えられた」のです。

　こうして、この使徒たちから始まったのが「教会」で

す。教会に集う私たちもまた、彼らと同じ使命が託され

ています。まず、教会に招かれてイエス様のそばに置か

れ、御言葉によって養われ、新しく造り変えられます。

そして十分に備えられた後、まだ福音を知らない人々の

元へ、この救いの喜びを伝えるために派遣されていくの

です。こうして、教会が神様から受けた恵みを大胆に語

り伝えるところに、神の国が実現していくのです。

先週の説教より� 松浦牧師

「選ばれた 12 弟子」　（マルコ３：13～19）

◇ 報　　　　　告 ◇

①次週、礼拝後約 40 分間の予定で、「礼拝後の夏の組会」

を行います。是非、ご出席ください。

②共助献金への参加を呼びかけます。共助献金は、全額

共助会計に繰り入れ、教会員のお見舞いや助け合いの

ために用いられます。献金袋は、受付と当番長老席に

準備していますので、志のある方は、献金袋をお取り

の上で、お捧げください。期間は、７月末までとしま

す。（担当　佐藤　均）。

③能登半島被災教会をお覚えして、献金を呼びかけます。

期間は 2026 年３月末までです。当番長老席に献金箱

があります。

④ミャンマー地震被災者救援募金の献金は、47,430 円

が献げられました。全額、教団を通して、被災地のた

めに用いられます。

⑤新型コロナウイルス感染防止の観点から、礼拝の出席

にあたっては、以下の点にご協力ください。

　・礼拝出席時には、各自検温の上、ご出席ください。

　　また、マスク着用にご協力ください。

　・礼拝堂に入る際には、受付の消毒液で手指の消毒に

ご協力ください。

　・礼拝堂着席にあたっては、長椅子に最大２人として

着席するよう、ご協力ください。家族の場合は、特

に協力は求めません。

　・風邪症状や発熱がある場合、出席を見合わせていた

だきますよう、ご協力ください。その際には、ご自

宅で、開始時間から当日の聖書箇所と讃美歌をお用

いくださり、祈祷を献げていただくようにお願いし

ます。

　・礼拝中は、換気を行います。室温の変化に対応でき

るように着脱可能なものをお持ちくださるよう、ご

協力ください。

　・聖餐式で使用するカップは、各自で当番長老席の回

収袋までお持ちくださるよう、ご協力ください。

◇ 個　人　消　息 ◇

○ 黒 田 牧 師　７月 10 日㈭午前は、高知中央教会聖書

研究祈祷会の奉仕をされます。


